2019年3月度防災委員会議事メモ（充電設備現調）
平成31年3月14日
開催日時：平成31年3月14日（木）　9時00分～10時30分
会　　場：バームハイツ西葛西　バームルーム
出 席 者：（以下、敬称略）
[bookmark: _GoBack]出席：115 河本（書記）
　　　株式会社ＪＭ　小林和彦マネージャー、服部知宏マネージャー
議事内容
1． マンションへの電気自動車等用の充電設備設置に関すること

　今回の取り組みについて（河本）
防災の観点での太陽光発電と蓄電池の設置を目的としている。
　都や区から補助されるメリットを期待している。

　(1)資料確認（小林）
　　・竣工図書、電気系統図面、電気検針票の確認
　　・図面から見ると最大20KW程度の太陽光設置になる。
　　　南棟屋上と東棟屋上に設置可能と考える。
正面の屋上は日中帯が日陰になるので太陽光設置には向かない。
　　・昭和シェルグループのソーラーフロンティアの場合
　　　パネル1枚（STK185-S）　…　1,257×977。185w。パネル100枚で18.5kwになる。
　　　他社例　1600×1000程度。
　　・太陽光設置とともに、屋上防水をされることが多い。

　(2)充電給電（服部）
　　・通常は充電のみ。補助対象。
・充電給電の両方ができるEVパワーステーションがあるが、補助対象外。80万円程度。
　来期、補助となる可能性はある。

　(3)現調（小林、服部、河本）
①駐車場（6台）
②12階南棟屋上（EV機械室周辺）
③正面屋上　…　午前中は日陰
④東棟屋上　…　全面利用できるわけではなく障害物が多い。

(4)今後
　　・本日持ち帰りの宿題等を整理し、ワンペーパーにまとめ提出する。（小林）
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